



















































































































































































































































































































































年代 西暦 楮（釜） 丸換算（丸） 楮石（石） 代官 備考









貞享４卯年検地 1687 62370.61 20316.16 19334.889 福井吉兵衛











明和６丑年検地改 1769 46530.00 15510.00 14424.300
村田四郎左
山縣弥兵衛
弘化３午年御改法 1846 44369.37 14789.79 13754.505 山田市郎右 13296釜５ヵ年休釜。
同根釜 31024.79 10341.60 9617.685


















































































＝紙年貢七〇〇貫目（五〇〇〇〇×一四、あるいは一六二八六×四三）と 中期以来変わっていない。宝暦十年の紙売却値段は一丸＝一〇〇匁とやや高く、増仕入・雑費（必要経費）を払っても、専売制による売却益（売上り銀という）は三八匁余ある。このモデル通り半紙が収納・売却されれば、本所務分七〇〇貫目と売却益六二六貫目余 藩の収入 なるが、これはあくまでモデルであ 。　
享保十九年以来の山代紙仕


































































































































































































































































































































































前山代 29150.48 14252.30 25680.00 8560.00 現楮×1.8＝明和６年帳面楮
奥山代 20849.52 12281.40 20850.00 6950.00 現楮×1.695＝明和６年帳面楮










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































二石 升一合九勺六才で一 宰判中一位、二位の德地宰判は一石八斗七 二 七 九
才、一六位の奥阿武郡宰判は一石三
斗七升三合六勺五才である。天保十一年に山代の石下げが行われたので、山代の反当斗代が少し下がっているが、それでも一七宰判中一位の高石である。他郡 斗代につ ても 正確に認識している。ちなみに、田方 の占める率は、浜崎宰判を除くと山代が最下 である。　
山奥・僻地の痩せた田方の石盛が、なぜかくも高いのであ
表（３）　大庄屋讃井仙左衛門願書（文化１年11月）
番号 項目 米（石） 銀（貫目） 備考
1 肥代米 1480.5117 肥代米之御見渡を以。是迄被立下候定折下米800石之義ハ、年来之御検見所へ対し被立下義ニ付、行懸之通。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































黒保一丸）の上納 仕入は丸別一三匁、三四八九・五丸である。黒保一丸＝二七・三五匁で売れたので、差額の丸別一四 三五匁が売却益となる。七～九行目は必要経費 運賃、一 行目は御用紙を漉くための経費、一一行目は文化十年から毎年 年間投資され 楮苗植付飯米、最後の行は御用紙を入れる箱代である。この他に、米価二石替と定和市二石五斗替の間欠銀石別一〇匁が り、丸別にして六匁が必要経費となる。本銀（八〇銭）と単銀（札銀）は 歩差しを無視して単純足し算 っている。
表（４）　文政４年根山代分公納紙御仕入其外諸雑用幷御入目米銀
項目 米（石） 本銀（貫目） 単銀（貫目） 漉立半紙 備考
御帳面楮（本所務





























御 用 紙 の 内 黄 厚
紙・半紙皮代 2.964
楮苗植付飯米 250.000 文化10年より10カ年。
御用紙入箱調入目 0.624 0.308 （以上７廉米250.624石・本銀48.331・単銀12.956を上記同計算にして、73.818貫目。）



















































































































































項目 米（石） 本銀（貫目） 漉立半紙（丸） 備考
当嶋 683.40000 12.361339 804 右当嶋宰判御本紙黒保御仕入幷諸雑用共ニ右之辻。
奥阿武郡 1395.12000 52.224464 1978 増漉立半紙521丸。
前大津 85.92500 8.511210 200
吉田 60.30000 8.679974 201




都濃郡 652.11332 11.179031 722 増漉立半紙157丸。
熊毛 1095.33333 10.809526 1095
山口 108.00000 0.216000 90
山代 10254.57423 617.521496 15510 （この内御用紙1097丸があるので減少、残り14413丸ヵ）。
鹿野・大潮村 1039.91500 56.594322 1605 増漉立半紙1000丸。
脇宰判之苧楮御買上 3.079723 単銀と正銀は単純足し算。
惣合 20716.55420 856.425361 27403 右御仕入米銀御渡苧楮代運賃御用紙買皮代其外諸雑用山代諸郡楮仕組銀引当等御紙方一件御入目相縮右之辻。黒保5230丸。
同銀単（計算値） 1892.253071 ２石替にして（１丸＝69匁に当たる）
内
根山代（１丸＝72.87匁） 10254.57423 617.521496 15510















































































































































































































天保５年分 1834 9160 8683 415 9286
天保６年分 1835 9620 9093 9792
天保７年分 1836 9028 8583 445 9227
天保８年分 1837 6092 5595 477 6337
天保９年分 1838 6715 6222 473 6869
天保10年分 1839 6584 5985 579 6649
天保11年分 1840 7543 6930 593 7583 58%＝8995.8
天保12年分 1841 8650 8374 256 8656 62.5%＝9693.75
天保13年分 1842 8003 7441 542 8065
天保14年分奥 1843 5538 5175 343 5588
天保14年分前 3187 3092 95 3173 計8761丸
弘化１年分奥 1844 4851 4515 316 4911
弘化１年分前 2864 2704 160 2850 計7761丸
弘化２年分奥 1845 4534 4234 280 4574
弘化２年分前 2656 2506 150 2644 計7218丸
弘化３年分奥 1846 4662 4265 375 4711
弘化３年分前 2392 2203 189 2383 計7094丸
弘化４年分奥 1847 4008 3675 313 4044
弘化４年分前
嘉永１年分奥 1848 4222 3878 322 4246
嘉永１年分前
嘉永２年分奥 1849 4808 4176 462 4878
嘉永２年分前 3109 2938 182 3108 計7986丸








文久１年分 1861 8934 5460 554 8997 65%＝10081.5
文久２年分 1862 7945 4327 1298 8138 小郡積戻し390丸
文久３年分 1863 8463 4868 1275 8571
元治１年分 1864 7163 609 7199 赤間関1000丸
慶応１年分 1865 8382 1793 8429
慶応２年分 1866 4454 703 7071



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































当嶋 40.94408 312.000 40.122 －0.822075 大坂売払丸別128.596匁。
奥阿武郡 121.00809 970.166 108.343 －12.665419 大坂売払丸別111.674匁。
吉田 16.22107 201.000 22.702 6.480928 これのみ徳銀。大坂売払丸別112.94匁。
山口 15.12879 90.000 11.250 －3.878794 大坂売払丸別125匁。
德地 675.10518 4223.000 526.420 －148.684738 大坂売払丸別124.655匁。
都濃郡 24.34078 183.191 19.157 －5.184192 大坂売払丸別104.571匁。
同添石 20.46938 145.216 11.515 －8.954479 大坂売払丸別79.294匁。
熊毛 139.59513 1006.833 76.656 －62.939128 大坂売払丸別76.135匁。
山代 1198.91562 8961.933 953.577 －245.338785 大 坂 売 払 本 紙 丸 別108.002匁。丁半紙丸別96.49匁。
鹿野 175.52167 1311.850 136.764 －38.757392 大坂売払丸別104.252匁。
合 2427.24978 17405.189 1906.506 －520.744074









宝暦４ 1754 19000.000 1710.000 大坂売却値段１丸90匁。19000丸は大坂売却紙のみ。米１石＝40匁。



















































































































































































































































なっている。また、米価高騰に比 の紙価の低迷も重要 、これには山代 疲弊による紙質の低下 響いている。 の問題 みならず、藩財政を分析する際も 幕末期 和市変動 問題は、重要な課題となる。
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（
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『山口県史史料編近世３』に翻刻されている。
（
12）県庁旧藩八二八「山代古今 仕法廉書楮方一件之部 文化
年。
（
13）毛利家文庫政理一一三「御根積帳」文政四年。
（
14）この帳については、拙稿「萩藩天保期の藩財政」
（『山口大学
文学会志』五一巻、二〇〇 年）参照。
（
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